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１ 活 動 型 講 座・心 得 ８ か 条 

◎平成 26 年度文化庁委託事業・スキルアップ講座受講者、ナビゲーター
が実際に活動型講座を実施してみて考えたコトです。 

 

１ 講座実施者(ボランティア)同士の連絡や話し合いは、電子メ

ールに頼りすぎず、「顔を合わせて」行うことをこころがけ

ましょう。 

  ※振り返りコメントから…「準備作業の連絡方法で、メンバー間のメールのみでの

意思疎通に難しさを感じた。」 

２ 実施者(ボランティア)間での話し合いがちょっと行き詰まっ

た時には、第三者に意見を求めてみましょう。 

  ※振り返りコメントから…「話し合いの段階で、メンバー内の意見が合わないとき

など、ナビゲーターにもっと話し合いに加わってもらえたらよかった。」 

３ 受講者（学習者）に対する「思い込み」は禁物。受講者（学

習者）の皆さんのニーズや求めに素直に耳を傾けましょう。 

   ※振り返りコメントから…「当初想定していた以上に保険に対しての関心が強く、

質問が出た。アンケートでも同様の要望が多く書かれていた。」「日々の生活に

即したテーマで関心が予想以上に高かった。」「事前のヒアリングを怠りなく⇒

チームメンバーの思い込みを排除し、参加者のニーズにマッチした内容に軌道修

正できる」「ニーズが高いテーマで、協力的な学習者参加があり、学習者主体の

協同的な学びの場が実現できた。」 

４ 専門家の力は偉大です。講座の途中に受講者（学習者）から

多岐にわたる質問が発せられても、しっかり対応していただ

けます。 

   ※振り返りコメントから…「正確な情報を伝えるためにも、専門家に来てもらった

ことは大変有意義だった。また、信頼も付加することができる。」 
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５ 講座実施にあたり利用可能な資材や予算のことは、遠慮せず

にしっかり話しましょう。 

   ※振り返りコメントから…「ハード面、ソフト面の条件をしっかり確認してスター

トした方がよい」 

６ 通しリハーサルをやりましょう。 

   ※振り返りコメントから…「リハーサルは絶対にやったほうがよい」 

７ プレゼンテーションをパワーポイントに頼りすぎないように

しましょう。昔ながらの手法（例えば「紙芝居」とか「模造

紙利用」）にも効果的なものはたくさんあります。受講者

（学習者）の立場で、「飽きない方法」「分かりやすい方法」

についてみんなでアイディアを出し合いましょう。 

   ※振り返りコメントから…「講義形式ではなく、グループ活動を入れて参加型にな

ってよかった」「PC がうまく作動しないハプニングがあった⇒代替となるアナ

ログ教材を必ず用意しておく必要がある」「活動型講座の実践を通じて、様々な

手法を学んだ」 

８ 通訳の方にもリハーサルからご一緒していただくなどして、

しっかり打ち合わせをしましょう。通訳を外国人住民の方に

お願いできるなら、ぜひそうしましょう。受講者（学習者）

側の目線で助言をいただくこともできます。また、通訳者を

通じて、その属するコミュニティに、様々な知識や情報がよ

り正しい形で伝わることにもなります。 

   ※振り返りコメントから…「通訳の方に入                  

ってもらうに際して、事前打ち合わせの                  

重要性を強く感じた。」「通訳しやすいよ

うに短いセンテンスで区切ることや、やさ

しい日本語で説明することが徹底できてい

なかったため、それらを意識すべきであっ

た。」 

講座最終回に実践者から寄せら

れた活動型講座「キーワード」 
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２ 活 動 実 施 の お 役 立 ち あ れ こ れ 

 

２－１ どんな活動をするか決めるために 

Ｑ 何から手を付ければいいでしょう？？？ 

Ａ まずは皆で次のようなことを考えて文字にしてみましょう。 

 

やりたいのは、「お困りごとを解決するため」の講座なのか？ 

⇒どんなお困りごとがあるのか？ 

  「生活をよりハッピーにするため」の講座なのか？ 

  ↓ 

  誰のための講座なのか？ 

  ↓ 

  どんな方法で講座を行うのか？ 

  参考：文化庁「生活者としての外国人のための日本語教育事業」地域
日本語教育実践プログラム実施記録  
http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/seikatsusya/ 

  ↓ 

  条件は？ 

  時期・時間・場所・予算・マンパワー・使える道具・ネット環境の   
有無、通訳をお願いできる可能性など 

  ↓ 

  役割分担は？ リーダーは誰か？ 連絡はどうするか？ 

  ↓ 

  もう一度考えよう。 

「この講座を実施することで、誰の、何が、どうなる？」 
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２－２ 講師・指導者を探すために 

Ｑ 講師はどうやって探して、どうやって連絡をとればいいで
しょう？？？ 

Ａ インターネットを利用しましょう。「直接」電話もかけて
みましょう。 

 

◆ インターネット検索では、あれこれキーワードを入れて探してみま
しょう。ちょっと時間がかかることを覚悟して、気長にトライしま
しょう。 

良さそうな講師がみつかったら、電子メールでのご連絡だけでなく、
「直接」電話をして、相談をしてみましょう。講座開催の趣旨や謝
金のことも初めからしっかり伝えましょう。「日本語で大丈夫か」
を心配する講師も多いので、その点もはっきりお伝えしましょう。 

謝金の金額については、経済産業省のホームページで公開されてい
る「各府省の申し合わせ・謝金の標準支払基準」なども参考になり
ます。 

 

◆ 「当たらずとも遠からず」の精神で、「公共機関」「関連企業」に
「直接」電話して相談してみましょう。 

「企業」の場合は「お客様相談室」に電話をすると、親切に対応し
てくれることが多いです。 

 

＜頼りになる公共の機関＞ 

区役所・警察署・消防署、保健所など 

代表に電話をかけて、簡潔に用件を伝え、最寄りの部署に電話をま
わしてもらいましょう。 

警察署や消防署は、地域によって管轄が異なりますが、インターネ
ット等の「管轄地域一覧」から確認することができます。 

 

 

◆ 知人の伝手
つ て

を大いに頼りましょう。 

 地域ボランティア教室の一番の強みは「ご近所パワー」です。 
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２－３ 学習者に参加してもらうために 

Ｑ 受講者（学習者）集めにいつも苦労します。どうしたらい
いでしょう？？？ 

Ａ 「分かりやすいチラシ」はもちろんですが、「活動型講座」
について理解が得られないうちは「声掛け」「ショートメ
ール」など、個別に参加を呼び掛けることが大事でしょう。
また、ボランティアも一緒に参加する気持ちで、まずは
「ムード」をもりあげましょう。 

 

◆「分かりやすいチラシ」にするためには、もちろん「ふりがな／ルビ」
をふりましょう。 

「文字」は少なめにして、「写真」や「絵」をたくさん使いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度のワークショップ（活動型講座）で実際に

使用した案内チラシ 



6 
 

２－４ 効果的なプレゼンテーションを行うために 

Ｑ なかなかプレゼンテーションのためのいい手法が思い浮か
びません。どうしたらいいでしょう？？？ 

Ａ 色々な活動型講座を見てみましょう。回数を重ねることも
大切です。そして、講座が終わった時に、受講者（学習者）
や通訳から感想や意見をしっかりきくようにしましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

◆ パワーポイントデータを作成する場合もあると思います。この場合
の「ふりがな／ルビ」のつけ方をご紹介しておきます。 

新しいスライドを開く    

  ↓ 

挿入→オブジェクト  

  ↓ 

オブジェクトの種類 

Microsoft Word の文書 

↓ 

現れた透明
．．

のデスク上で、 

ワードと同じように書式を整える 

  ※周りの枠は他の作業を始めれば、 

見えなくなります。 

実 

際 

に 

利 

用 

し 

た 

も 

の 
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◆ パワーポイントデータの文字は、「大きすぎるかな」と思うくらい
でちょうどいいかもしれません。パソコン上で作業していると、会
場の広さなどを忘れがちです。気をつけましょう。 

 

◆ 「活動」について紹介したインターネット上のサイトも色々ありま
す。 

例：開発教育協会（DEAR）では、ホームページ上で「参加型学習」
の様々な手法を紹介しています。 

http://www.dear.or.jp/activity/index.html 

 

◆ 今は無料で様々なイラストや写真を利用することもできます。いく
つかご紹介しておきます。 

例：イラスト AC http://www.ac-illust.com/ 

    photoAC http://www.photo-c.com/ 

         「みんなの教材サイト」（国際交流基金日本語国際センター）    
https://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render.do;jse
ssionid=263F59B8941B1180EA0FE0A8ED954210 

 

◆ 意外にお手軽で、意図にぴったり合った写真素材は、自分達で撮影
をしてしまうのが早道という場合もあります。ただし、特定の個人
や会社などが写りこんでしまうと、版権の問題が出てきますので、
その点は注意しましょう。 

 

  

http://www.dear.or.jp/activity/index.html
http://www.ac-illust.com/
http://www.photo-c.com/
https://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render.do;jsessionid=263F59B8941B1180EA0FE0A8ED954210
https://minnanokyozai.jp/kyozai/home/ja/render.do;jsessionid=263F59B8941B1180EA0FE0A8ED954210
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３ 活 動 型 講 座 ・ 教 案 の 紹 介 
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４ あ れ こ れ 資 料 集（随時更新） 

 

◆  安全・安心  

 
 

◆  輝く 

 

◆  健康 

 

◆  食べる 

 

◆  働く 

 

◆  暮らす 

 

◆  生活場面切取動画 
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※本実践例集は、平成 26 年度文化庁委託事業にて実施した「日本語教室ボ
ランティア スキルアップ講座」受講者・ナビゲーターの学びや成果物を、 
講座主催者である社会福祉法人さぽうと２１がまとめ、作製したものです。 

社会福祉法人 さぽうと２１ 
〒141-0021 東京都品川区上大崎 2-12-2 ミズホビル 3 階 

電話：03-5449-1331 FAX:03-5449-1332 

http://support21.or.jp/ 


